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司会：吉田克二特別企画委員 きょうは、染

野憲治さんをお招きいたしました。染野さんは、

中国の環境問題の専門家です。環境省の職員と

東京財団研究員を兼務しておられますが、きょ

うは東京財団研究員として少し自由にお話し

をいただきたいと思います。それではお願いい

たします。 

 

染野憲治・東京財団研究員 ただいまご紹介

をいただきましたが、私は1991年に環境庁に

入庁いたしました。中国には90年代に2度ほ

ど出張した後、2000年以降から中国へ行く機

会が増え、2004年から2007年には北京の大使

館で勤務しました。帰国後、環境省と東京財団

の研究員を兼業させていただいております。 

 環境と社会の問題は相似形 

きょうのテーマは「中国の環境問題から見え

る中国社会の縮図」ですが、中国の環境問題に

携わっていると、それが中国経済や、社会の問

題とつながっていると感じることがよくあり

ます。 

中国の環境問題と、いまの中国の社会には、

同じような問題があります。それは、実態がよ

くわからないということです。東京財団では、

現代中国研究として、中国に係わる専門家らが

分析をし、論考を書いています。ここでの問題

意識として、中国のいまの社会が非常にわかり

にくくなっている、いわゆる群盲象をなでるよ

うで、いろんな人がさわってみないと中国社会

がわからないということがあります。 

実は中国の環境問題も、いまどうなっている

のか、勉強すればするほどわからないところが

あります。今、良くなっていると評価すべきな

のか、悪くなっているのか、どうなっているん

だろうと。そういう意味で、中国社会がわから

ないのと同じように、中国の環境問題も相似し

た状況にあるのかなと感じております。 

中国について、環境問題はいまどうなってい

るんだろうと見るとき、一番最初に、中国の経

済がどうなっているんだということが気にな

ります。 

環境問題は、経済の問題と表裏一体のところ

があります。中国の経済は、非常に高い成長を

続けています。いわゆる改革・開放以降、この

20年余りの間は10％ほどの成長率で、日本の

ＧＤＰをも超えました。その過程で、都市化が

進み、家電や自動車などが普及する一方、都市

と農村の格差だとか、地方財政の問題など、課

題も出ています。こういう一つの背景がありま

す。 

環境対策について、中国は一生懸命やってい

るところもあります。ただ、2012年の数字で、

日本の環境省に当たる環境保護部という役所

の職員が 357名です。環境省がいま定員で約

1,500人、アメリカのＥＰＡ（環境保護庁）が

1万8,000人ですから、中国の国土面積、人口

規模から考えれば、非常に少ない人数しかおり

ません。 

中国の場合、この役所以外にも観測センター

とか研究機関とか、「事業単位」と呼ぶ独法や

公益法人のような組織がありまして、そういう

外郭の団体でも環境対策の業務を担っていま

す。しかし、具体的な政策を決めるスタッフと

いう意味で言えば、日本の環境省あるいはアメ

リカやＥＵの環境省の人たちと外交的に対等

の意見交換ができるのは、やはり環境保護部の

この357人のスタッフになってしまいます。 

他方、中国はいま公務員の数が多過ぎるとい

うことで、どちらかというと人を減らす方向に

向かっています。 

環境保全投資については、中国は近年、ＧＤ

Ｐ比の 1～3％程度ですが、日本が一番投資を

したときはＧＤＰ比の 8.5％と言われていま

すので、これから比べれば、投資額もまだまだ

少ない、という問題もあります。 

 72年の国際会議から対策に本腰 

環境政策を歴史的にみると、中国は1972年、

ストックホルムの国連人間環境会議へ当時の

周恩来首相の指示で代表団を出しています。こ

のあたりが、中国が環境政策を始めた一つの起

点でありますので、そういう意味では、日本と

ほぼ同時期には対策を開始しています。その後、

憲法にも環境権を書いたとか、環境関係の法律

整備も多数行うなど、かなり対策を行っている

のではないかと見えるところもあります。 

この点だけみても、環境対策をやっていると

評価すべきなのか、いやいや足りないと評価す

べきなのか、なかなか難しいところがあります。 

その結果として起きる環境の状況について、

これは後ほどもう少し詳しくご説明しますが、

総論で言えば、改善のみられる指標が結構あり

ます。けれども、個々の状況をみますと、去年

からニュースで度々報じられている大気汚染

の問題のような状況が発生してしまう。河川の
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水質に関しても、たびたび事故や汚染が起こり、

それによって、ひどい場合は、「がん村」と呼

ばれるように地域の人たちに癌が多発してい

る場所がある、こういう例を見ると、高い汚染

が起きているのではないかともみられる。また、

少なくとも気候変動にも関係するエネルギー

や資源の消費に関しては、まだ効率性も悪いし、

温室効果ガスの排出量も多いということもあ

ります。 

あまり高い水準とは言えない水質とか大気

の環境の状況を見ると、どう評価していいのか、

環境対策をとっている部分もあるようにみえ

るけど、個々には非常に悪いところもあって、

これをどう理解すればいいのか、評価が非常に

困難です。中国に対して、崩壊論のような議論

もあるかと思えば、他方で、中国がこれからＧ

2として世界を牽引するという評価をする声

もある。中国に対する評価には幅が非常に出て

しまうのですが、環境の問題でもこれと同じよ

うなことを感じるところです。 

もう一つ、環境問題の裏面には、エネルギー

問題があります。 

中国のエネルギー消費総量が非常に伸びて

いる中で、特に石炭に頼る比率が髙い。1978

年に7割だったものが、2011年もほぼ7割と、

ほとんど変わっていない。他国と比べてもやは

り石炭に頼る率が高い。日本の高度成長時期と

は違って、エネルギー源の転換は進んでいない。

この問題が気候変動の問題、あるいはいまの大

気汚染の問題の一つのポイントになっている、

非常に対策を難しくしているところがありま

す。 

大気汚染の問題では、加えて、近年、都市化

が進むことによって自動車の保有台数も非常

に伸びている。物流などが伸びれば、トラック

とか、社用車も相当程度増えるでしょう。こう

いう状況が輪をかけての問題を発生させてい

ます。 

環境の話をみるには、経済の話も一緒にみな

ければいけないということで、去年の夏、中国

で、経済学者の方々や日本の企業の方などにヒ

アリングをさせていただきました。 

環境問題を見ている立場から、何が気になっ

ていたかと言うと、中国が金融危機後に行った

４兆元の景気刺激策がどのように中国社会に

影響を与えているだろうかというところでし

た。この4兆元の景気刺激策、実際にお金を出

しているのは中央が3割、地方が約7割程度で、

地方はお金を自分のところでかき集めて投資

をしなければいけなかったわけです。それがシ

ャドーバンクという問題や、地方政府が債務を

抱えることになってしまっているという問題

につながります。 

このような金融的な問題が実体経済にどん

な影響を与えていたのでしょうか。例えば、実

際に市場で需要がないにもかかわらず鉄鋼生

産量が非常に多いといった状況、あるいは不動

産、都市開発投資ということで、オルドスなど

にみられるようなゴーストタウンができてい

る、こういった過剰投資の問題があるのではな

いか。 

景気刺激策優先で環境後回しも 

日中のモデル都市になると言われていた唐

山の曹妃甸というところがありまして、この地

域もなかなか企業が入らず、ゴーストタウン化

している。地方が景気対策を無理に頑張ってし

まったために、その後の地域の開発にも影響を

与えている実態があるのではないかというこ

とが非常に気になり、ヒアリングをしましたが、

その際に、オルドス以上に曹妃甸は深刻ではな

いかという話をしました。 

オルドスのような投資は、地元にある資源、

石炭などを持っていた人たちの投資によって、

町をつくって、それが売れなければ売れないで

も、個人資産を持っている人たちが投資をした

結果とも言えるけれども、曹妃甸のほうは自治

体がお金を用立てて投資をしてしまったが、回

収できないまま工事が途中停止してしまって

いる。このまま何も企業を誘致できなければ、

日本も苫小牧とか、いわゆる高度成長の末期の

ころにつくった産業団地はその後も厳しい状

況でしたが、それと同じような状況になるので

はないかというような話をしました。 

さらに、地方の財政の実力が分かれるという

こともあります。きょうの本題ではありません

が、中国における財政は、中央と地方が分税制

という制度のもと、90年代に、ほぼ 5割・5

割の税収を分け合うような形で固定化されて

います。それまでは、地方財政のほうが収入が

やや多かったものを、中央の収入を増やしたと

いう状況が90年以降続いています。 

他方、地方が支出しなければいけない費目、

社会保障であったり、環境対策であったりが近

年どんどん増えている。収入が固定化されてい

る中で、地方が払わなければいけない支出が増
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えていて、環境対策も支出を増やさなければい

けないが増やせない地域もある。 

財政的に厳しい自治体においては、環境対策

などはどうしても後回しにならざるを得ない。

例えば大気汚染対策で言うと、北京や天津であ

れば対策がある程度自前の費用でできるかも

しれないが、一番問題のある河北省の財政はど

うなっているのでしょう。こういったことが環

境問題に影響を与えてくるだろうとみていま

す。 

河北省は首都圏を囲むように貧困地域があ

ります。日本ではちょっと想像しがたいですが、

東京の周りに貧困地域が存在してしまうよう

な状況で、河北省を過ぎた先は、逆にまた経済

的に発展しているという、谷間となった経済力

の弱い地域。そこにいろいろな問題、中国の矛

盾が集まってくる。それが大気汚染の原因にも

なっている現状があります。こういうことも、

経済と環境を裏表でみていかないと理解しづ

らいということの一つのあらわれです。 

そうはいっても、中国の環境政策をみると、

72年の国連人間環境会議に代表団を出したあ

たりから頑張っていろいろやってきたのは確

かです。この前までの時期は、大躍進あるいは

文革があって、かなり国土が荒れた、いろんな

ものを盲目的に生産してしまったことで、環境

破壊なども起こしているということがありま

した。72年、周恩来総理の指示による環境会

議参加以降は、環境保全に対する大方針を出し、

中国における環境政策を決める全国環境保護

大会を73年に第1回を行い、2011年までに7

回の全国環境保護大会を開催し、いろいろな方

針を決めているという状況があります。 

その間に、組織も日本の環境省に当たる環境

保護部が、当初は環境保護局、その後に環境保

護総局、そして環境保護部という形で、日本で

言えば外庁から庁になって、さらに省になるよ

うな形でだんだんと成長しています。他方、職

員数はさほどふえていないということもあり

ます。 

環境保全投資に関しても、ふえていることは

確かです。ただ、絶対額的に足りているかと言

えば、少ないという状況があります。 

環境法制度に関しては憲法があって、その下

に、日本の環境基本法に当たるような環境保護

法があり、さらに個別の法律も相当程度あると

いうことで、制度も非常に整っているようにみ

えます。ここ2年ぐらいの法律関係の議論とし

ては、この環境基本法に当たる環境保護法の改

正を行っています。2度の草案が出ていて、ま

だ議論は続いていますが、おそらく来年3月の

全人代あたりで、最終の改正が採択されるので

はないかとみられています。環境保護法改正は

以前よりは強化の方向になるのですけれども、

まだまだ不十分であるというような批判も出

ています。 

大気汚染呼ぶ７割もの石炭比率 

中国の環境の状況と課題ですが、まず大気か

らみていきます。大気汚染の数字をみると、悪

いのかいいのかの評価がしづらい。 

85年から2012年までのＳＯ2（二酸化硫黄）

に関する推移をみると、絶対量は、85年に

1,300tだったのが、現在2,100tまで増加して

います。ただ、時期を区切ってみていくと、エ

ネルギー消費が増加する中で、第11次5カ年

（2005-10）の5年は低下傾向にあります。 

第10次5カ年(2000-05)のときには、国全体

の 5カ年計画の下部計画と位置づけられる環

境保護版の 5カ年の中で、2000年の排出量の 

10％削減にしようという目標を立てました。

1995tから 10％削減で 1795tに 5年で持って

こようとしました。が、結果としては大失敗で、

減るどころか増えてしまったということです。

この次の11次5カ年では、また 10％削減を目

標としましたが、このときは環境保護版の 5

カ年だけではなくて、国全体の5カ年の目標と

いう、より強制力のある目標にしました。それ

によって達成をしています。 

次の12次5ヵ年もまた削減をしていく目標

を立てていますが、そういう意味では、この5

年、10年と環境に対する目標、政府としての

取り組みは強化されているということは言え

ます。ただし、絶対量でみると、2,000t以上

のＳＯ2を出しており、この数字は米国を抜い

て世界最大でして、こういう絶対量の多さがい

まの大気汚染の問題につながっているところ

があります。 

どうして増えてしまうかに関しては、エネル

ギーの量も問題なのですが、最初に言いました

石炭の問題がありまして、石炭比率が下がって

くる段階ではＳＯ2は下がりやすい。これは石

炭の中にあるＳ分が燃えるのがＳＯ2の原因と

いうところがありますので下がりやすいので

すが、石炭比率が上がるところではやや上昇傾

向になり、また石炭比率が下がると下がる。中



 

5 
 

国の今後の一次エネルギーがどうなっていく

かによっても影響を受けるであろうというこ

とがわかります。 

去年からずっと起きている北京を中心とし

た大気汚染の問題ですが、北京のＳＯ2は、実

は10年間で非常に下がっていまして、半分以

下になっています。国全体の排出量は横ばいか

ら少し増えているくらいですが、北京は減って

いる。しかし、北京を含む周辺6省でみると、

微増ということで、結局、いまの大気汚染は北

京でいくら頑張っても、周りを含めて減らさな

い限りは問題を解決できないということが、こ

の数字からみえます。 

先ほども言いました、北京あるいは天津は財

政的に一定の投資ができても、河北省はどうか、

内蒙古はどうか、その財政の問題まで一緒に解

決をしないと、いまの大気汚染問題は解決しな

いであろうという話です。 

そのことをあらわしているのが、「74都市の

大気質状況（2013年）」です。昨年、ＰＭ2.5

を測定している中国の都市は74都市ありまし

た。月別のワースト10のうち7～8都市はほぼ

北京、天津、河北省の都市で、北京が決して一

番悪いわけではなくて、トップにいるのは、石

家庄という河北省の省都、先ほど言った曹妃甸

もある唐山、あるいは邯鄲とか邢台といった都

市がずっと上位のほうにいて、河北省が非常に

深刻ということが分かります。 

北京オリンピックのときに北京にありまし

た首都鉄鋼は唐山に移りました。これに連れて、

インフォーマルというか、いわゆる業界団体に

も入っていないような小さな鉄工所も唐山や

邯鄲などに行きました。 

私が大使館にいた2006～2007年のころは、

中国の鉄鋼生産量のうち、業界団体に属さない

中小の人たちは大体 1割ぐらいだったと思い

ます。それが現在、2割ぐらいまで増えている。

鉄鋼がいま余っている中、大手の企業は生産調

整をして削減をしている。でも、中小は、どん

な値段であれ、つくって売っていかないと倒れ

てしまう。生産量を減らすわけにいかない企業

がどんどん生産をし、「悪貨が良貨を駆逐する」

形で、シェアを増やしているところがあります。

そういう鉄工所が多くあるのが邯鄲や唐山で、

これらだけでＥＵ全体の鉄鋼生産量ぐらいは

生産しているだろうと言われています。 

ただし、これをとめたら、河北省という経済

が脆弱なところで市民の生活はどうするのだ

という社会保障の問題とつながってしまう。容

易に生産をとめるわけにはいかないという状

況も、個々の自治体にはあるという話でありま

す。 

都市部は改善、郊外に拡散か 

大気汚染の環境基準に関しては96年にでき

た基準を、ＰＭ2.5の関心が徐々に高まってい

く中、2012年に変えました。それまでＰＭ2.5

の基準はなかったのですが、中国はいま日平均

75 m3 /μgという数字を使っています。日本は

35 m3 /μgですので、日本よりやや高い値です。 

濃度でみると、確かに90年代のころの重慶

などは非常に大気汚染がひどい。95年の重慶

は0.338 mg/m3、環境基準が0.06 mg/m3ですか

ら、非常に悪いですね。日本の新宿が70年代

で0.08 mg/m3ぐらいですから、0.3幾つという

のはオーダーが1桁違うわけで、そういう意味

では日本の70年代よりももっとひどい汚染の

状況に重慶はあった。 

90年代の重慶は、本当にたき火の中で過ご

すような、そういうところだった。でも、重慶

やその他の都市も、いまは濃度は下がってきて

いる。0.06ということは、みな中国の環境基

準内の状況になります。 

ＮＯ2は日本でもなかなか環境基準の達成が

難しかったのですが、0.04の環境基準からす

ると、達成するか、ちょっと上のところです。

これは自動車の影響も大きい都市型の公害な

ので、重慶よりも北京や上海のほうが高かった

りしますが、0.1前後ぐらいの位置にいる。 

2.5よりももう少し粒径の大きいＰＭ10に

関しても、まあまあの数字になっている。日本

の70～80年代の数字が出ているといえば出て

いる。けれども、絶対値で言うと、環境基準が

日本より緩いところはありますが、やや改善傾

向もみえます。 

93年に私が初めて重慶に行ったときは、市

内では工場が 24時間操業し、200本ぐらいの

煙突からもくもく煙が出ていて、市内の空気は

においも非常にあり、鼻をかめば紙が黒くなる

という状況でした。いまは市内は非常にきれい

になっています。ただ、その市内から郊外に出

ていくと、そのときと同じような工場が建って

いて、煙が出ているという様子もあります。 

数字でみると、濃度は薄まっている、少なく

とも市内で測っている測定点での数字が低く

なっているということは、都市部はかなりよく
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なっている。ただし、薄く広く、中国全土の汚

染となっていて、このため汚染物質の排出量で

は減っていない、そういうことではないかと思

うわけです。 

もう一つ、今度は水の話です。水の代表的な

指標はＣＯＤという数字で、中国は目標値を立

てて改善を図っていますが、これに関しては大

体横ばい、やや改善傾向という状況です。これ

も10次5カ年のときは環境保護部の目標とし

て立てて、ぎりぎり達成できなかったが、次は

国の目標レベルに上げて達成をしています。こ

の「中国環境統計年報」の数字は、工業・生活

系から出る廃水のＣＯＤに、2011年以降は農

業系も加えた数字を主に出していることもあ

って、やや統計の断裂が生じていますが、いず

れにしろＣＯＤに関して少しはよくなってい

る。大気と同じく統計的には、水もよくなって

いるようにみえることはみえるわけです。 

「全国水系水質状況」は、水質の程度をⅠ類、

Ⅱ類、Ⅲ類、Ⅳ類、Ⅴ類、劣Ⅴ類に分けて、河

川についてみています。Ⅰ～Ⅲ類は飲用水にも

使っています。Ⅳ類は工業用水、Ⅴ類は農業用

水に使うのですが、劣Ⅴ類は、いかなる目的に

も使えない水です。2005年の「全国７大水系

水質状況」でみると、劣Ⅴ類は 27％、つまり

何にも使えない水が 27％あります。日本なら

ほとんど無い水準の水です。 

それが2012年でみると、対象が「全国１０

大水系水質状況」へと水系が3つふえてしまっ

て統計の断裂はあるのですが、劣Ⅴ類は 10％

です。統計が7大水系のままであったとしても

過去のトレンドから 10％台には落ちていたと

思いますので、2005年から 7年たってよくな

っているのは確かです。 

ただ、海の数字（全国近岸海域水質状況）を

みると、2005年と2012年の数字はあまり変わ

っていません。劣Ⅴ類が2割ぐらいあるという

意味では、海は汚れたままです。 

地下水に関してはいままで数字が出なかっ

たのが、2011年から数字が出まして、2012年

に 17％の劣Ⅴ類がある。日本と比べれば、汚

染はひどい状況ですが、時間軸でみれば改善し

ているところもあります。 

構造的な高レベル重金属汚染 

「排水中の重金属排出量の推移」をみると、

主要な重金属の項目である鉛、水銀、カドミウ

ム、六価クロム、砒素は、これも傾向をみるな

らば改善しているともみえますが、絶対量では、

例えば鉛が排水されるのは、年間100tほどの

量で、日本では0.2tぐらいですから、断然の

違いがあります。厳密に同じようなものを統計

としてとっているかはわかりませんから、正確

にどのぐらいの差があるかはわからないので

すが、いずれにせよかなりの数字のレベルで、

汚水にこういう重金属も流れています。 

もう一つ特徴的なのは、そのような問題が生

じているところが、地域的に偏っている。特に

湖南省。5つの重金属について排出量をみると、

うち4つで湖南がトップです。湖南の隣の湖北

も入っていますし、江西とか雲南もあり、中西

部で経済的には発展が遅れており、鉱業が非常

に盛んなところです。この辺の地域に重金属の

汚染問題が多いということが、このデータを見

ても言えます。 

実際の事例としても、水銀汚染事件という、

日本で言う水俣病のような事件が中国でも報

告されたことがあります。古くは松花江水銀汚

染という、東北地域に流れる川の汚染事件があ

りました。当時、日本の水俣病研究で著名な原

田正純先生などが現地へ調査に行かれました

が、中国での調査は難しく、実際、どのような

被害規模であったのかはよくわからないまま

になっています。 

貴州省は、万山というアジア最大の水銀鉱山

があった場所で、水俣のチッソと同じような製

法でアセトアルデヒドをつくっていた化学工

場などもあって、水銀の汚染問題がありました。

ここも人的被害がどのぐらいあったのかはは

っきりしていません。その他にも、病院で水銀

を含む薬により起きた中毒事件などといった

ものもありました。 

97年に、中国から協力依頼があって、先ほ

ど述べた貴州省のチッソと同じようなタイプ

の工場の調査をしに行きました。90年代の後

半といっても、貴州省に行くとまだまだ貧しい

暮らしをされていたところです。工場の裏手の

川に流れている水は非常に臭いがして、重金属

のような、どろっとしたものがたまっている状

況でした。 

中国は、伝統的に工業排水を農業用水に使う。

ミネラルを含んでいるこういう工場の排水を

土壌にまくと、確かに一時的には植物が成長す

るということもあって、あまり複雑な工業でな

かった時代であれば、重金属とかはあまり多く

含まれておらず、よかったのかもしれませんが、
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その後の工業の変化を考えず、工業用水を土に

まき続けてしまいました。この貴州の工場の川

も農業用水につながってしまっています。そこ

では当然ながら、土壌汚染を引き起こしますし、

水は最後はダムに入っていきます。この工場に

関しては、その後、日本の円借款で製造工程の

改善をしました。2003年に改めて訪問してみ

ると、同じ工場の廃水が改善されている様子が

分かりました。 

難しいのは、こういう公害対策は、経済の問

題とどうしてもまたつながってしまうところ

です。去年は水銀条約がまとまりまして、今後、

世界各国で水銀に関するいろいろな規制が取

られていきますが、例えば体温計一つとっても、

中国はまだまだ相当の数の水銀式体温計をつ

くっています。電子体温計もつくっているけれ

ども、ほとんど輸出や都市部の一部の方々が使

うためで、また、水銀を含む製品の回収利用も

あまりされていない。 

医療現場に行くと、やはり水銀式体温計の使

用量がかなりある。これを電子体温計にするに

はコストの問題がある。まだ貧困地域と呼ばれ

るところもあって、現実問題として病院運営の

費用もそうそうはままならない中、切りかえが

進まない。水銀による汚染といった知識も、ま

だそれほど伝わっていないところもある。値段

に関していえば、電子体温計もそれほどは高く

なく15～20元程度ですから、日本円にして300

円強です。それでもガラス式の体温計と比較す

れば、5〜7倍の値段ですから、病院など大量

に使うところではなかなか代替が進みません。 

これはいろんな問題の一つの典型だと思い

ます。代替の技術とか品物が経済的、技術的な

理由で困難である、末端部が認識がないために

不適当に処理をしている、といったようなとこ

ろが中国の環境問題を引き起こす一つの典型

的な原因としてあります。これは水銀の話です

が、ほかの問題でも似たようなところが構造的

にあります。 

個々の事例をみていくと、数え切れないほど

の環境汚染事件が起きています。2002-2010年

の間に中国で起きた著名な環境汚染事件が、ざ

っと調べただけでも４０件くらいはすぐに出

てきます。丁寧に調べれば報道されているもの

にもまだいくつもあって、さらに報道には至ら

ないものも含めたら相当の数にのぼると思わ

れます。人が亡くなったり、社会に相当の影響

を与えたりしたものも、その時期が過ぎれば忘

れられてしまうところもあります。 

そういう中で非常にインパクトがあったの

は2005年の松花江重大汚染事件だったと思い

ます。吉林の石油化学工場の爆発という意味で

は事故なのですが、事故が原因となって河川に

汚染物が流れて、河川を汚してしまった事例で

す。 

事例増える汚染報道や数値公表 

幾つか当時の雑誌を持ってきたのですが、中

国でも環境汚染は結構報じられていて、これが

2005年 11月の雑誌「中国新聞週刊」ですが、

松花江事件によるハルビンの河川汚染の話が

トップの特集になっています。松花江は国際河

川で、最終的にはロシアに流れてしまうところ

が大きな理由だったと思いますが、注目を集め

ました。この事件により当時の環境大臣だった

解振華さんが引責辞職され、中国新聞週刊の次

号でも解振華さんが辞職した真相は何かとい

うことが特集になっています。この時期にはほ

かの雑誌も大体この松花江事件の特集をして

いました。中国でも環境問題は広く報じられて

いて、注目もされているという例です。 

国際的な注目を集める問題となると、中国で

もそうそう簡単には済ませられません。大臣の

更迭もありましたし、事故の責任を感じた吉林

市の副市長が自殺するといった不幸な話もあ

りました。 

この後にも、2005年頃から爆発的に水質の

問題が出て、河北省で魚が大量に死んだとか、

日本でも記憶にある人がいらっしゃるかもし

れませんが、太湖だとか、内陸の水で藍藻、ア

オコがたくさん発生して、水道の水が飲めない、

おいしくないと大変な問題になりました。08

年、09年ごろには、重金属汚染が続いて、「血

鉛」と呼ばれる子どもたちの血液中の鉛濃度が

高いといった問題が生じました。こういう事件

が続く中、2013年には、大気汚染が世界的注

目を集めたということです。 

1972年に始まった中国の環境問題は、こう

いう環境汚染事件は時々起きていましたが、日

本の 4大公害のようなインパクトがあったか

というと、松花江汚染事件でも大臣の更迭ぐら

いで、その後はある程度おさまってしまってい

ます。今回の大気汚染は、松花江事件のように

一過性で済まない、何度も何度も今後も引き起

こされる可能性があるという意味では、非常に

特殊性があります。世界的にも報道される点で、

2013年というのは、一つの中国の転機になる
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のではないかと、私は思っています。 

汚染原因に関しては、日本では企業が操業す

る際に違法に汚染物質を出すといったような

ものが多いですが、中国の場合、環境汚染と言

いつつも、事故に起因した、あるいは災害に起

因した汚染なども環境汚染の事例としてよく

あります。 

先ほども述べましたが、湖南省は非常に重金

属の多い場所です。ここで生産しているお米が、

カドミの含有量が非常に高い「カドミ米」だと、

雑誌が取り上げて、去年も1年、問題になって

います。 

2004年に、貴州省の六盤水という雲南に近

い辺境の場所に行きました。当時は大使館で勤

務していたので、草の根の無償援助で学校の建

てかえをしてほしいという案件の事前調査の

ため、視察に行ったのです。日本人としては私

一人が行ったわけですけれども、こういうとこ

ろに行くと、先生たちに駆り出されたのか、子

どもたちに「歓迎！歓迎！」と旗を振って出迎

えられます。 

学年はばらばらですが、天井が落ちそうな危

険な教室ばかりで使える教室がほとんどない

ので、唯一使える教室にみんなが集まって勉強

しています。校庭にあった石でできた卓球台は

右と左の大きさが違うのですが、これで子ども

たちが遊んでいます。学校は山の上にあり、子

どもが通学するのに、遠い子だと片道3時間ぐ

らい歩いて通っている、近い子でも2時間ぐら

い、といった話でした。 

その山に登るふもとに、ぼろぼろの工場があ

ります。精錬の一種ではないか、鉛かなと思っ

ているのですけれども、ちょっとわかりません。

この煙が全部、山の上にある子どもたちの学校

に届きます。こういう工場のそばにある学校の

児童の血中の鉛濃度が高くなり、健康影響を与

えてしまったという例がたくさん報道されて

いますが、ここもそういう風景の一つであり、

このような場所が中国にまだまだあるのだろ

うと思いました。 

このような重金属汚染に対して政府は対策

をとらないわけではありません。先ほど述べた

5つの重金属は特に指定されて、5カ年計画で

の対策も取られています。 

大気汚染について、ＰＭ2.5事件については

昨年からたくさんの報道がされました。去年1

月が特にひどく、ほとんど環境基準を達成した

日がなかったというのは、記憶にまだ新しいか

と思います。 

アメリカと中国は、ＡＱＩ（大気質指数）と

いうものを使って、大気がよかった、悪かった、

を評価します。アメリカの環境基準のほうが多

少厳しめになって、「中程度」となる濃度が

35、中国では75とずれるのですが、似たよう

な分類をします。 

中国のデータに関しては信用できないとい

う声もあるのですが、去年から発表している数

字に関しては、アメリカ大使館の数字も、中国

の測定上の数字もそれほどの差がありません。

現在、測定、公表している両国のＰＭ2.5の数

字は両国でもさほど差がないだろうと思いま

す。 

ただし、ＡＱＩで比べて、程度をⅠ類、Ⅱ類、

Ⅲ類、Ⅳ類、Ⅴ類と分けると、絶対値が同じで

も、中国の場合は75でⅡ、米国は35でⅡとい

うふうに、「空気がいい」という状況になるの

で、中国のほうがやや甘いわけです。アメリカ

の大使館が発表するときは、アメリカの基準を

当てはめているので、そこで多少の差が出ます。 

ただ、こういう数字が発表されるまでは、北

京の大気は10年連続よくなっていると言って

きたのです。今年はこれぐらいの日数で青空に

したいと年間の目標を言うと、ぴたりとその数

字を達成する。データが操作されているのでは

ないかとみんなが思うわけです。この一つの理

由としては中国では大気の評価にＰＭ2.5の

項目が入っていないからよくなるということ

もあるのですが、実際にデータの操作、情報の

信頼性という問題も、いままではあったのだろ

うと思います。現在のＰＭ2.5に関しては絶対

値を出すということ、あるいはアメリカも測っ

ているということで、さほど大きな問題はない

と思いますが、それでも中国のデータにはいろ

いろと心配が生じることも事実です。 

中国が大気汚染の対策をいろいろ取ってい

ることは、配布資料で紹介していますので、こ

れは割愛いたします。一言で言えば、中国も手

をこまねいているわけではないのです。 

初めて見た環境保護部前の座り込み 

また一つの事例です。2013年は日本と大陸

を15往復し、回数としては人生で一番多かっ

た年でした。このなかで、ある日、向こうの環

境保護部の前で人を待っていたときにちょっ

と目についたことがありました。 

何かというと、湖南省の永州市の案件です。
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永州市は小さい都市です。中国の60万人の都

市というのは、人口比でいえば日本の6万人ぐ

らいの都市に当たりますから、大都市ではあり

ません。後日、調べたら、同市にある人口700

人の非常に小さい村の人が、地元で違法に自分

たちの耕地を取り上げられてしまって、汚染を

されていて困っている、とインターネットで投

書をしています。 

いま中国は習近平主席が「チャイナドリーム

（中国夢）」というスローガンを出しています。

「中国夢」は民族の夢、個々の中国人の夢でも

あると。これに対し、この投書では「私は農民

だから、偉大な夢は持っていないし、壮大なビ

ジョンもない。だけど私だって夢がある。私の

夢は大変簡単、まじめな話で、私は農民でいた

い。耕作することが必要で、生活していくこと

が必要だ」ということを書いて、自分の土地を

取り上げられ、しかも汚染されてしまったこと

を訴えているのです。 

私が目についたといったのは、実は、環境保

護部の前でこの人たちが座り込んでいたので

す。 

私は、初めて中国を訪れてから20年以上と

なりましたけれども、環境保護部の前に人が座

り込んでいるのは初めて見た光景でした。彼ら

は排除されるわけでもなく、淡々と座り込んで、

写真を掲げて訴えをしていました。 

どんな事案なのかさらに調べたら、6月8日

の中国連合商報に一つ記事が出ていました。こ

の人たちを見かけたのは6月21日なので、新

聞のほうが先ですね。蒋さんという人の誘導で

記者が工場を見たのです。さっき投書した人も

蒋さんなので、同じ人かもしれません。蒋さん

は昔、7～8万元の年収があった。ところが、

補償されないまま耕地を収用されて、そこに倉

庫から汚水を出されて、井戸水も測ってみたら、

みんな飲用できないと言われた。この水を飲ん

だ牛4頭は死んでしまった。工場内部では安全

事故も起きていて、人も死んでいるが、政府は

処罰しない。 

工場をこの記者が取材したら、いやいや、う

ちはまだ試験生産しかしていない、倉庫につい

てもまだこれから検査するところだし、水質が

どうなっているかは企業の知るところではあ

りません、と回答された。 

さらに、この区の環境保護局を取材したら、

工場はアセスも通っているし、全部環境基準に

適合している、排出許可証はないけど、まだ試

験生産だから、現時点では不要で、これから正

式に申請すると。水質汚染が工場によるものか

というのは、証拠もないし、牛の死因もいま調

査中だといって、全く話が食い違います。 

この企業のホームページをみると、大きな企

業が共同出資して、2009年10月にできていま

す。900人の工員がいて、4.5億元も投資され

ている。生産ラインは国際的に最先端の技術に

より省エネと環境保護の設備をつくっている

と。試験生産のはずなのですが、生産額は 6

億元あり、税金は5,000万元払っている。 

元は農民が 7～8万元の年収、700人の村で

す。それを全部潰しても、税収5,000万元が入

るというのであれば、工場にしたほうがいいと

思う人はきっといるのだろうと思います。 

環境保護を重視して、3,600万元以上投資し

て、水と大気汚染処理施設を建設し、排水はゼ

ロにしている、といったことまで企業のホーム

ページには丁寧に書かれています。 

他方、座り込んでいた人たちは、牛など家畜

が死んでいる写真や、田畑が汚染されている写

真を展示しています。コピーのようですが、村

の住民たちの血印がペタペタと押されている

訴状も出しています。 

その訴状には「われわれの命を助けてくださ

い。私たちは金の山も銀の山も欲しくありませ

ん。われわれの青い山と緑の水を返してほしい

のです。」と書かれています。環境保護部のト

ップの人に、皆におまんまを与えてくれ、と訴

えています。 

こんな風景を、私は初めて見ました。町なか

で失地農民が訴えているところなどを見たこ

とは何回かあったのですが、このように環境保

護部の前で、排除されるわけでもなくずっと座

っているという状況は初めて見ました。本当に

不思議なことで、だんだんと問題が深刻化して

いるのかもしれないし、ただ一つの事例なのか

もしれないとも思います。 

それでも、大気汚染による損失だとか、実際

に、いまの汚染防止の投資では足りないといっ

たことは、中国自身も研究しており、自覚はし

ています。 

政治社会システムの改革が必要 

中国の環境汚染がひどいという事例で取り

上げられる「がん村」といった場所も、確かに

中国にはたくさんあります。いまは襄阳（シャ

ンヤン）と言いますが、湖北省の襄樊（シャン
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ファン）にあるがん村で現地のＮＧＯと話をし

ました。 

湖北省ですが、省境なので、検査に河南省の

環境保護局が来ています。河南省の検査をして

いる車が来ているときは、水が多少いいそうで

す。というのは、環境保護局は、工場に事前に

サウンドして、あした検査をするぞと言う。工

場は汚水をとめて、水質をよくする。環境省の

人も対策をとっていると評価されるし、工場の

人も罰せられないというウインウイン

（Win-Win）になっているのです。 

環境問題を訴えている中国の投書数も非常

に増えているということで、うなぎ登りで環境

改善に対するニーズは出ています。 

一つの結論として、中国の環境問題には、中

国という国土が非常に広い中で生じてしまう、

日本とはちょっと違うタイプの問題、人口が多

い中で生じてしまう問題、そういう点がありま

す。さらに、環境汚染を広げてしまうところは、

経済政策の問題、粗放的に経済を発展させてし

まうという問題、それに対して環境対策が不十

分であるといったところが直接的な環境汚染

の問題だろうと思います。 

そして、その基底には、中国ならではの政治

社会システムがあります。いわゆる三権分立や

地方自治選挙、あるいは報道の自由がない中、

誤った行動を許してしまうといったことが一

番の基底にあります。中国は民主主義、三権分

立などは取り入れないというならば、どういう

ふうにして中国式に解決するのかをみつけて

いかないと、経済と環境ばかりに注目をしても、

おそらく環境問題はよくならないでしょう。そ

ういう意味では、去年の三中全会でも議論され

たように、政治改革が進まないと、中国の環境

問題というのは解決しないだろうと思ってい

ます。 

もう一点。違う観点からの話ですが、いま私

は環境研究総合推進費という環境省の研究費

の枠組みで、何人かの先生たちと一緒に、日本

のいわゆる静脈産業（リサイクル産業）が、中

国やその他の国に出ていけるかということを

調べています。 

我々が最初に思っていたのは、中国には法律

を守らないでリサイクルをしているインフォ

ーマルな人たちが多い。こういう人たちがいる

と、技術や品質はいいが、コストが高い日本の

静脈産業が入っていくのはなかなか難しい。こ

のインフォーマルを排除し、産業の環境保全対

策を底上げするような政策を中国でとっても

らうと、日本が市場に参入していく下地ができ

るのではないか、という仮説を置いて中国の実

態を見てきました。 

きょうの話では、中国は総論としてはよくな

っている部分もある、しかし、各論でみると大

変な問題が生じているところもあるし、大気汚

染のような問題も生じているというものでし

た。 

しかし、この廃棄物のビジネスの世界を見て

いると、実は中国はさほど遅れていないという

か、場合によっては日本より進んでいる、とい

ったことが見えてきてしまいます。こうなると、

初めに述べたように、中国は進んでいるのか、

進んでいないのか、何をもって評価すればいい

のかというのが非常に難しくなってくるので

す。 

変貌するインフォーマルの町 

インフォーマルなリサイクルを行っている

企業の様子というのは、まさに家内制手工業の

ようなところです。 

例えば広東省の貴嶼（グイユ）という場所で

「E-waste」と呼ばれる、電気・電子ごみ、家

電だとかパソコンなどのごみをリサイクルし

ている人たちの様子を、2004年に見ました。

軒先で、世界から集まってくるハードディスク

とかパソコンとかをリサイクルしている。キー

ボードには平仮名があるので日本のものと分

かるのもあれば、日本のものではないものもあ

ります。ゲーム機器とか、パチスロのリールと

か、こういったものが大量に捨てられていて、

いわゆるバラックに住む人々がリサイクルを

しています。 

違法な活動をする人たちのなかには、黒社会

の人たちもいて、王水をプリント版にぶっかけ

て有用な金属だけを取り出し、土地を汚染して

いるといった状況もあります。その隣は農地に

なっているし、この辺りの水は飲めなくなって、

そのために水を売りに来ています。 

内地から来た女工の人が、ハンダの逆に、プ

リント版の鉛を溶かしています。この際に気化

した鉛を吸うと体に非常に悪いものですから、

あまり長い期間、この仕事はできないといいま

す。作業場の排気のため、道のほうに換気扇で

排気しているので、ここを歩いているとすごく

頭が痛くなって気持ち悪くなります。2004年

には、このような風景が至るところでみられま
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した。女の子たちは部品として取られたＩＣチ

ップとかを、番号別に、その意味はわからない

まま全部分類しており、再生ＩＣチップとして

販売されていきます。 

同じ場所に2007年に行くと、少し様子が変

わっています。看板ができて、環境汚染をして

はいけないと書いてあって、町も多少きれいに

なっている。作業場には煙突みたいなものがつ

けられ、見方としてアンダーグランウド化、地

下に潜ったとも言えるのですが、多少は汚染物

を屋外に出さないようにしている。 

そして去年の3月に行った時は、さらに国家

循環経済モデルの地点になったという看板が

でています。ただし、実際にはモデルとしての

活動は行い切れずに看板は返上しているので

すが、それでも敷地をつくって、そこに工場を

一部移転させ、集約化をすることを進めていて、

前よりもよくなっているところはあります。煙

突も高くなっています。 

実際のところ、ここで生活している人たちも

だんだん豊かになっていて、走っている車の種

類も変わっています。中国のファンダメンタル

の経済がよくなり、人件費なども上がっていく

中で、あまり安かろう悪かろうの仕事をみんな

選ばなくなってくると、こういうところもまと

もな利幅を稼げる商売に変わってくる。インフ

ォーマルがフォーマルへと成長する様子がみ

られます。 

他方、国が先導してフォーマルなモデル地区

を行っている例もあります。天津の例ですが、

北九州市も開発に協力して、山手線内ぐらいの

面積をエコタウンにしようという工業区があ

ります。工業区にある工場では家電リサイクル

などもしている。まだまだ山手線の面積まで開

発を進めるのは難しいと思いますが、ある程度

のところは開発され、そこではまともなリサイ

クルが行われ、一部の農民は住居を移して、工

場で働いたりしているといったことをしてい

ます。 

先ほど紹介した唐山は、スタートはフォーマ

ルな例としてよかったのですが、土地を一気に

埋めて場所はつくってみたものの、現下の経済

の中で企業が入らないという問題が生じてい

ます。 

インフォーマルだったゲリラをフォーマル

な正規軍にしようという動きが中国の中でよ

くみられます。 

先ほどの貴嶼は、インフォーマルが、徐々に

中国全体の経済がよくなっていく中でフォー

マルな、もうちょっと利幅の稼げるまともな仕

事に変化している例です。別の例としては、ゲ

リラ軍がいるところにフォーマル軍、国だとか

大企業が乗り込んできて、ゲリラらを自分たち

で雇ってしまい、正規軍にするというような変

化が生じています。 

四川省の内江市を去年11月、訪問してきま

した。市外の村ですが、道端に延々と、ごみを

生業にしている人たちが住んでいるところが

あります。町なかは、全部の家の前にごみが置

いてあります。ごみが種々多々あって、家電ご

みだけでなく、プラだとかガラスだとか、割と

単純なごみもあり、あまり汚染がひどい感じは

しません。それでも、建物の中に入っていくと

かなり雑なリサイクルをしていますので、水を

汚すとかはきっと起きていると思います。この

地域は、こういうことを90年代からずっと行

ってきたそうです。 

ここに近年、国営のリサイクル企業が広い土

地を造成し、立派な工場を建てました。広い敷

地では企業が行うリサイクル作業のための建

屋もありますが、それとは別区画に倉庫群が作

られ、さっき言った町なかの人たちがこの倉庫

に移ってきているのです。ここを自分たちのヤ

ードとさせ移転させることで、さっき言ったよ

うにインフォーマル軍をリサイクル企業の傘

下にして廃品回収をさせます。汚染可能性の高

いリサイクルについては、横にちゃんとした工

場があるので、ここで行う。静脈ビジネスにお

いては、物を集めるのが一番大変なことです。

物さえ集まればビジネスになるところがある

ので、リサイクル企業はインフォーマルをフォ

ーマルにすることで物を集める力を手に入れ

ようとしているわけです。 

≪質疑応答≫ 

司会 染野さん、ありがとうございました。

質疑に入ります。 

 

質問 日本と中国の環境分野における協力

について、どういう可能性があるのか。私の理

解ですと、中国はすでに情報においてもノウハ

ウも、おそらく日本が持っていたと思われるこ

とを全て把握しているのではないか。そうする

と、むしろ国内における制度の問題とか、政治

的な指導力とか、政治的な意思の問題であると

思うので、そういったときに日本としてどうい
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うアプローチができるのか、というのが一つ。 

それから、中国国内でいろんな対策がされて

いるということでしたが、具体的な政策として、

これまでの公務員の人事評価、地方自治体で昇

進の評価をする際の尺度が、かつては経済発展

にどれだけ実績を上げたかということだった

のが、環境改善にどの程度実績を上げたかとい

うことも大きい評価点になるというような改

革があったと聞いています。そういったことの

効果がどの程度あったかどうか、ということ。 

それから、中国では最近、温室効果ガス対策

で、上海などでいわゆる排出量取引制度を導入

したり、いわゆる環境税、カーボンタックスを

導入するという動きがあると聞いています。そ

こらあたりの動向についても状況を教えてい

ただければ幸いです。 

日中関係の安定が環境協力の基礎 

染野 私が本日の話で飛ばしてしまったと

ころをご指摘いただき、ありがとうございます。 

本日の本題でもなかったので、日中協力の話

はあまりしなかったのですが、個人的に思って

いるのは、まず中国に多々ある環境問題のうち、

どの問題かによって状況が多少異なると思い

ます。 

例えば、いまの大気汚染に関して日本ができ

ることがあるかといえば、おそらくあるだろう

と思います。その対策の中には、自治体での取

組もあります。例えばＰＭ2.5の測定一つとっ

ても、中国には測定する技術者が絶対的に足り

ない、人材が足りないところがあります。 

これは協力というよりも水平的な話ですが、

科学的に解明しなければいけないこともあり

ます。いまの中国の大気汚染はどういうメカニ

ズムで発生しているか、わからないところもあ

ります。ＰＭ2.5に関する研究という点では、

日本と中国が共同研究していくといった協力

の仕方もあるのだろうと思います。個人的には、

科学分野で中国とおつき合いすることは大事

ではないかと思います。 

対策面では、ビジネスとして中国とおつき合

いをしていくことも、問題によってはあるのだ

と思います。日本側も中国の市場の特性をうま

く考えないと入り込めないので、いいものがあ

るから高くても買いなさいといっただけの商

売では難しいでしょうが、可能性という点では

実際あると思います。水質分野などでは、日本

の膜技術は中国で非常に引き合いが多く、実際

に売れているものも多くあると思います。 

先ほど述べた廃棄物に関しても、日本の技術

に関して関心は非常に高く示されています。あ

とはどう組み合わせるか。日本は、リサイクル

技術はあるけれども、実際に日本人が単独で中

国でごみを集められるかといったら、これは無

理があるので、ここをどうやって中国とパート

ナーを組むかといったこともあると思います。 

技術だったり、共同研究だったり、いろいろ

と可能性はあると思うのですが、環境協力は日

中でウインウインとなる分野だから、これを以

て日中関係が冷え込んでいる状況を回復しよ

うという提案は、よく出されますが、個人的に

は難しいと考えます。日中関係のベースがあま

りにも悪い。国民感情がこれほど悪い状況だと、

環境協力さえも十分に機能しなくなってしま

う可能性がある。やはり安定的な二国間関係が

ある程度あるということは、環境協力をやるう

えでも大事です。 

重ねてになりますが、特に最近大事だと思っ

ているのは、サイエンティフィックな協力です。
中国の社会科学院が出した白書で、中国で最も

信用される人は誰かというのが出ていて、それ

は科学者でした。中国というのはやはり理系の

国だなという気がします。科学協力というのは、

政治がどうであれ、あるいは経済的なやり合い

があっても、真実は一つしかないということで

は、両者が話せるツールではないかと思ってい

ます。 

人事評価に関しては、おっしゃられるとおり、

特に前回の5カ年のあたりから、「一票否決制」

という言い方で、ほかの経済的な数値がよくて

も、環境が悪くなったら、人事評価は悪い評価

になるというようなことを導入しました。正直

言って、実際にどれだけ効果が出たのかはよく

わかりません。人事がどう動いたかというのは

よくわからないところがありますので。ただ、

環境対策をとらないと首になるといったこと

を言う役人の人たちは結構いらっしゃる。特に

今回の大気汚染などでは相当みんな真剣にな

っています。人事評価もあるし、市民からの評

価で自分たちの評判が決まるところもありま

すので、真剣度はあると思います。 

ただ、先ほど述べた湖南省の例のように、郷

や鎮や、その下のほうの区になると、適当な対

応をしているようにも見受けられます。 

去年、法政大学の菱田雅晴先生のお話をお聞

きしたときに、中国の人民は中央政府には信任
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をしていると。その信任度が90だとすれば、

小さい省、区になるほどどんどん落ちていく。

省レベルなら40ぐらい、郷、鎮レベルになれ

ば1ぐらいの信用度だと。郷、鎮にいくと、か

なりレベルの低い人材しかいないのだとすれ

ば、こういう人事評価制度を入れたとしても、

そもそも人材がいない中で、どれだけ機能する

のか、首をすげかえても同じような人しかいな

いというところでは難しいかもしれない、全体

的な底上げをしないとという気もします。 

最後、税と排出権ですが、昨年12月、中国

の国家発展改革委員会の方々が日本に来られ

ました。彼らはいま、中国で気候変動法を制定

する準備をしています。東京財団では彼らと意

見交換もしましたが、排出権に関しては、もう

すでに試験的に動き出しているところもある

し、マーケットもできている。ただ、どれだけ

本当に取引されるかは、もう少しみてみないと

わかりませんが、やらなければいけないという

プレッシャーは国から来ています。 

税のほうは、まだしばらくかかるだろうと言

っていました。日本の場合、税のほうが先で、

排出権はちょっと後となり、日本と逆の順序に

なったことを興味深く思われていました。日本

がどういう効果が出るのかをみて、中国もまた

どうするかを考えたい、というような話もしま

した。 

中国の気候変動法はいつごろできるかとい

う話もしました。日本の気候変動に関する法律

は基本法みたいな法律ですが、中国の気候変動

法は、例えばアダプテーション（適応）といっ

た問題では、公共事業をどういうふうに変えて

いくかとか、排出権取引とか、具体的に書いて

いくという意味で、実施法のような形の法律を

いまは考えている、と言っていました。単純な

法律の議論に止まらず、日本の環境対策や、ス

マートシティの動向なども気にしていました。

雰囲気としてはこんな感じです。 

 

質問 ＰＭ2.5ですけれども、そもそもなぜ

近年になってＰＭ2.5が中国でも大きな話題

として取り上げられるようになったのか、とい

うのが気にかかっています。ＰＭ10とか、ほ

かＳＯ2とかをみれば、基本的には下がってい

る。きっちり工場にフィルターをつけるという

ようなことが原因でよくなっているとみてい

いのか。その中で、ＰＭ2.5の数値だけ悪くな

ったのか。目にみえて大気が汚染されたという

ことであれば、どういう原因が考えられるので

しょうか。 

環境基準が日平均で75であれば、ＷＨＯの

示している指針などに比べればはるかに高い。

これでも中国の一般市民からみれば十分いい、

これさえ下回っていればいいという感覚なの

でしょうか、教えていただければと思います。 

突然ではない去年のＰＭ2.5 

染野 ＰＭ2.5が近年になって大きな話題

になったのは、「南方周末」という雑誌で取り

上げた記事が一つのきっかけでした。アメリカ

の大使館の数字と中国の北京市が出している

数字がずれている、大気汚染の数字が違うとい

うようなことが報道され、中国のデータの信用

がないのではないかと大騒ぎになって、インタ

ーネットで炎上したというような事件があり

ました。そのときに、ＰＭ2.5に注目が集まり

ました。 

先ほど述べました2012年に環境基準が変わ

って、ＰＭ2.5の基準ができたのも、その辺に

背景があります。大気汚染防止の12次5カ年

計画をつくったのは2012年12月でした。大気

汚染で大騒ぎになる1カ月前に12次5カ年計

画をつくって、基準もつくっていた。 

そこで、74都市における PM2.5の測定が去

年の1月から始まりました。その１月に、この

10年来ないぐらいの寒さが来て、暖房需要が

増えるとともに、気候条件が非常に悪化してし

まった。見てもわかるような空気の悪さに、測

定した数字も発表され、しっかりした裏づけも

できてしまった。気候条件が悪くなったなか、

測定が開始されて数字としてもわかるし、実感

としてもわかる状況がそろったのが去年だと

思います。 

ですから、PM2.5が去年から突然悪くなった

わけではなく、昔から悪かったといえば悪かっ

たのだと思います。ただ、去年のように、あん

なに連続して起きるという状況は、いろいろな

気候条件が重ならないと起き得ない話だった。

いままでは、3日とか4日は悪くても、その後

は良い日もあるという状況だったと思います。 

2006年だったか、私が大使館にいたとき、

去年の 1月と全く同じような風景になりまし

た。そのときはＰＭ2.5は測っていないからわ

かりませんが、ＰＭ10で1000ぐらいでしたか

ら、そのとき測ればＰＭ2.5も相当高かっただ

ろうと思います。 
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ＰＭ2.5はアメリカでも 90年代に基準がで

きて、日本も2000年代以降にできているので、

集まっているデータも最近のものです。代わり

にＳＰＭとかＰＭ10といった昔ながらの粒子

状物質で見ると、数字だけみれば、よくなって

いるようにもみえますが、絶対的にいいわけで

はないですし、たぶん局所的に、あるいはある

日という点では悪いところがあると思います。

どのぐらいよくなっているのか、悪くなってい

るのか、わかりづらいところがあります。 

環境基準というのは一種の行政目標、ゴール

ですから、75を下回りました、では、もう健

康影響はないとか、35ならないというもので

はありません。75でも30でも、人によっては

あるのかもしれないし、あるいは75でもない

かもしれない。個々の人がすぐに病気になる、

ならないの基準ではないのです。 

75という値を中国が置いているのは、ＷＨ

Ｏでは一定の途上国であって、経済が発展する

段階であれば、このぐらいの数字を置くのが妥

当という判断を示しており、そのＷＨＯの判断

を参考に、75を当面の目標にしているのだと

思います。 

75を目標にしようが、30を目標にしようが、

達成しなければ意味がないので、できるだけ低

い値となるように対策をとることが必要なの

だと思います。中国は当面は75を切るように

やっていくということでしょう。数日前に中国

が新しい31省分の目標を出しましたが、ＰＭ

2.5の目標を立てた市もありますし、そこまで

深刻でない雲南省とかチベットとかはＰＭ10

の目標としています。目標をどう置くかという

のは地域によって差をつける状況があるよう

です。 

 

質問 一つは、北京のＰＭ2.5ですけれども、

中国全体としては石炭の消費がとても多いと

いうことがありますが、北京については、特に

北京五輪が開かれる前、中央部の工場の郊外移

転、言及された首都鉄鋼の移転などもありまし

た。その一方で、車が2000年ごろから現在ま

で100万から500万ぐらいまで5倍にふえてお

ります。首都部、似たような状況の都市部にお

いては、車がかなり大きな影響をしているので

はないかと思うのですが、その点はいかがでし

ょうか。 

2点目に、ＰＭ2.5の日本への影響ですけれ

ども、九州地方でＰＭ2.5が上がると、中国か

らの影響と言われます。一方で、ずうっと離れ

た関東地方でもＰＭ2.5が上がったりします。

そのときは、そういう言われ方はしにくい。全

体に日本を対中脅威論が取り巻く中で、ＰＭ

2.5の影響が過大に言われることはないのか、

ちょっと心配です。 

中国のＰＭ2.5、日本とはけた違い 

染野 1点目ですが、ＰＭ2.5は何が原因で

できているのか。幾つか中国で発表されている

ものもありますが、決め手となるインベントリ

ーはまだできていません。これから観測をもっ

としていかないとわからないだろうし、してい

っても、ＰＭ2.5は複合的にＳＯ2やＶＯＣや、

いろんな化学物質がまざって反応するところ

がありますので、非常に難しいと思います。 

北京などで発生する場合、冬に発生するメカ

ニズムと、夏に発生するメカニズムは異なる可

能性もあるだろうと思います。暑い夏の時期に

は光化学反応によるものが考えられますが、昨

年の北京は、冬の夜の時間帯が一番濃度が高く

なったりしました。どのようなメカニズムで発

生しているのかは、なかなかわからないところ

があります。 

それでも想像できることはあります。一つは、

まず石炭の消費が多いことです。北京ではかな

りガスに移っていますが、石炭がまだ使われて

いるところも北京の周囲には相当あります。暖

房に使われているものもありますが、工業用ボ

イラーに使っている石炭もあります。中小企業

の動力源には石炭を使ったボイラーが使われ

ますので、このようなボイラーをどうするかと

いう話はあると思います。 

第二に、自動車も影響していると思います。

日本の例を参考に考えれば、特に注意すべきは、

乗用車よりは、トラックとかの影響、特に旧型

のディーゼルの自動車の影響が大きいのでは

ないかと思います。 

ただ、物流のデータは無いし、トラックを運

転する人たちの業界団体も無く、個人営業みた

いなところがあって、実態がどうなっているの

かわかりづらい。他にはＶＯＣなども影響があ

ると思うのですが、この辺もどうなっているか

はっきりわかりません。 

ＰＭ2.5の日本への影響に関してですが、中

国においても、北京周りのＰＭ2.5は、河北、

天津、北京、それから一部の山東や華南ですね。

この辺の PM2.5は一体で原因があると思いま



 

15 
 

す。上海や江蘇省や、東北の場合は、そのエリ

アの地産ではないでしょうか。中国のなかでも

山脈があって、PM2.5が容易に移動しないとこ

ろもあるので、中国国内でもエリアによって原

因が分かれると思います。各地域の成分をみて

も、北京のＰＭ2.5と、上海のＰＭ2.5と、広

州のＰＭ2.5では成分が違います。石炭使用量

の多い北京のほうはＳ分が多いとか、広州では

Ｎ分が多いとか違いがあります。 

日本への飛来に関しては、ある程度は日本に

影響しているのだろうと思いますが、何％かと

いうのはわかりません。大陸との距離が近い九

州などに影響している可能性はあるのだろう

と思います。 

ただ、日本では70が警報レベルになってい

て、この70を超える、超えないで騒ぎになり

ますが、中国の数字は数百から1,000のレベル

です。私個人の考えとしては、中国の問題をま

ず重視すべきであって、日本で 70が 1日、2

日出たとか、出ないとか大騒ぎするのは精神的

にもよくないと思います。 

中国に住んでいる日本人の方々、あるいは日

本人と一緒に仕事をして日系企業で勤めてい

る中国の方々、さらに中国全国民に対して、日

本は隣国としてどのような態度をとるか、日本

人の品格を問われているのではないかと私は

思っています。日中友好か、友好じゃないかと

いうレベルの話ではなく、国際社会における日

本人としての質を問われている問題であって、

それに対し、あっちから来た、こっちから来た、

抗議しろというような議論ばかりでは、日本人

として大変恥ずかしいと私は思っています。 

もちろん心配はあるとは思います。思います

が、まず、やるべきことは中国において出てい

る桁の違う汚染をどういうふうに改善してい

くかについて、いろいろと悩むことではないか

と思う次第です。 

 

質問 環境分野については国も人民も同じ

方向を向いていて、比較的訴えかけやすい問題

として声が高まっていると思います。一方で、

社会不安につながっていく問題でもあるので、

国も敏感になっています。今後、中国の政治に

与えていく環境問題の影響について、どんな見

通しを持っていらっしゃいますか。 

環境保護にかかわるプレーヤーの話で、環境

ＮＧＯや市民運動はどれぐらいの役割を果た

しているのでしょうか。中国だと、ＮＧＯや市

民運動的なものがなかなかしにくいのではな

いかという気がしますけれども、それに対する

政府の立場、どういう対応をとっているのかも

教えていただきたい。 

ＮＧＯ活動に一定の自由度 

染野 正直、政治に与えていく影響というの

は、実際に見てきたように言う方もいらっしゃ

いますが、私は見たことがないので、よくわか

りません。生態文明という言葉がでてきたけど、

習近平主席はどのぐらい環境を重視している

のでしょうか。中国では、循環経済と言い、低

炭素経済と言い、緑色経済と言い、今度は生態

文明と言いました。生態文明は、党の指導方針

にも挙げたので、重視しているようには見えま

すが、実際に環境がどの程度改善されるのか、

そこにどれだけのお金が投資されるのかとい

う結果を見ていくことで、将来、現在の政治が

重視していたのかどうかを判断せざるを得な

いのではないかと思っています。 

ＮＧＯはいま、中国に相当程度あります。ガ

バメントＮＧＯ、ＧＯＮＧＯ（ゴンゴ）と呼ば

れる政府系のＮＧＯなどが中心ではないかと

思われるかもしれませんが、中国においても、

一定の自由度があり、いろいろな活動をしてい

ます。 

活動の方法として、根本的な部分で政府とぶ

つかってしまえば、それは反政府的な動きとな

りますけれども、例えば、がん村をどうするん

だといった問題とか、環境教育活動とか、企業

の状況を摘発するためにインターネットでい

ろいろな情報を開示していくというようなや

り方であれば、これは受け入れられる余地もあ

るし、特に環境保護部は、こういうＮＧＯの動

きが自分たちの活動を支えるところもあるの

で、ある程度は支持しています。 

だから、政府のコントロールがきく範囲であ

れば、活動できるでしょう。ただし、地元政府

にとっては非常に煙たい存在として思われる

可能性もまだあると思います。 

先ほど紹介したがん村では、湖北省のＮＧＯ

と一緒に動いたのですが、ここはＮＧＯが動い

ても抵抗はない。なぜならば、汚染源が河南省

にある公害なので、湖北省のＮＧＯが摘発して

も、湖北省の政府は「そうだ、けしからん」と

いうことで済むので、地元の締めつけがありま

せん。 

有名ながん村で活動しているＮＧＯとして、
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河南省の淮河衛士があります。その代表の霍岱

珊（フオ・ダイシャン）さんが動くと、数年前

までは河南省で締めつけがあったようです。河

南省で発生している公害を河南省内でたたく

ようなところがあるからです。中国のＮＧＯに

対しては、メディアの人が頑張り、メディア自

身が表裏一体でＮＧＯみたいな活動をしたり

しています。これは昨年の雑誌ですが「水とが

ん」という特集で河南省の汚染を取り上げてい

ます。このがん村は、ＣＣＴＶでも再三報道さ

れており、少しは状況が変わったかもしれませ

ん。他にも、大気汚染でも、この雑誌では中国

空気病という報道をしています。 

ＮＧＯが動けないということではないと思

いますが、動き方とか、やり方というのは考え

ないといけない。作戦をいろいろ考え、彼らな

りのネットワークをつくっています。例えば、

当時は中国青年報のオフィスでしたが、緑色記

者サロンといったような形で、ＮＧＯや記者の

人たちが集まって意見交換を行う活動もして

います。 

それ以上に、彼らの活動はかなりインターナ

ショナルでもあって、日本どころか、飛び越え

てアメリカやＥＵともつながっています。そこ

までつながってくると、なかなかたたきづらく

なってくる。 

逆に、中国のＮＧＯに会ったときに、「日本

って、ＮＧＯはないんでしょう」と言われます。

「アメリカのＮＧＯは来るし、グリーンピース

は来る、Environmental Defense（エンバイロ

メンタルディフェンス）は来る、ＥＵからも来

る。日本のＮＧＯって中国に来ないから、ＮＧ

Ｏ活動はないんじゃないの」と言われて、苦笑

してしまいましたが、ちょっと残念な気もする。

彼らのほうが、人によっては積極的にどんどん

動いていこう、国際的につながっていこうとす

る。そこは、招く側も招かれる側もいろんな思

惑があってだと思いますが。 

 

質問 国際協力の話で、先ほど日本が中国に

対して環境問題で協力していけるのではない

かという話もありました。日本の産業界もそれ

をテコに物を売っていこうみたいな話もあり、

それはどこの国も考えていることだと思いま

す。ほかの国の状況は、どういうふうなのでし

ょうか。 

 

染野 他国はいろいろと作戦を立てて、中国

に関して働きかけをしていると思います。ＮＧ

Ｏを支援していくというのも、中国がフォーマ

ルな国になっていくことが自分たちのビジネ

ス、あるいは政治活動、外交上も望ましいから

だろうと思います。そういう意味で、米国など

はかなり明確な意図を持ってＮＧＯの支援な

どをしていると思います。日本と違って、彼ら

のルートはＮＧＯや教会とかを使って支援を

しているようです。 

ビジネスに関しても、日本よりも外交が上手

なのだと思います。中国が起こす外交的なハレ

ーションに関しては、口では厳しく言っても、

ちゃんとアンダーテーブルで手を握っている

ところがあります。 

昨年 1年をとっても、12月にＥＰＡの長官

が中国へ行っています。米国での会見でも、中

国に行ってアメリカの大気汚染を克服した経

験を伝えたい、といったことを話して、両国の

環境大臣同士で会っています。ＥＵの環境大臣

も 10月に中国を訪問し、環境対策に関し 10

億円規模の供与も約束しています。 

仮に日本が中国を囲い込むみたいな発想を

したとしても、実際には全然囲い込めないでし

ょう。欧米以外に韓国もあるし、環境分野にお

いても、日本がやらなければほかがやります。

それでよければそれでいい、という話でしょう

けれども。いずれにせよ、ほかの国々はいろん

な意味があって積極的に関与しているところ

があるということです。 

 

質問 インフォーマルをフォーマルにして

いく動きですが、日本の場合でもリサイクルを

考えるとき、採算の問題、ビジネスになるのか

どうかという非常に難しい問題に直面します。

中国の中ではどういうふうな仕組みというか、

考え方に基づいて進んでいるのでしょうか。 

 

染野 中国ももちろん企業にとってはビジ

ネスになる部分をまずは先行させて動いてい

ます。 

例えば家電リサイクルなどは、いまは補助制

度がありますので、補助金を含めるとビジネス

になるというところがあります。家電に関して

は、特にお金になるのはテレビなので、例えば

テレビだけを動かして、その他のものはしばら

く待機して、ビジネスになることを見込んだこ

ろにもう一度動かす。あるいは先ほど言ったよ

うに、回収の部分にインフォーマルを入れてい
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く。タマさえ集まればビジネスになるので、回

収の部分をどうするかと計算したうえでいろ

いろやっています。 

 

質問 これから石炭エネルギーの比率を減

らすということですけれども、その分をどう賄

っていくつもりなのか。特に原子力と再エネに

ついて、どういう考えを持っているのか教えて

ください。 

代替はガス、原子力、再エネどれも 

染野 エネルギーに関して、まだそれでも石

炭を中心に頼っていかなければいけない状況

はなかなか変えられないと思います。いまの目

標は、たしか2017年に石炭比率65％だったと

思いますが、そのぐらいのペースで少しずつし

か落としていけないと思います。 

その代替は、一つは、ガスを期待しているの

だろうと思います。ただ、ガスで全部は賄い切

れないのは当然です。どこまでできるか、サハ

リンやカスピ海のほうからパイプラインを引

いてこようとか、シェールガスに関してアメリ

カと一緒にやろうとしているのを見ても、ガス

には一定程度期待していると思います。 

原子力は、福島の事故があって以来、一時期、

少し慎重になりましたが、将来的に進めていく

ことは考えていると思います。ただ、相当の数

の原子力発電所を建設する予定ですが、ここで

も人材の壁がきっと来るだろうと思います。人

材がそんなに急速に育つのかというところで、

思った数字ほど建設するのは難しいかもしれ

ません。 

再エネに関しても積極的です。要は、全て積

極的に投資するつもりではいると思います。日

本ほど質の高い電源ではなくてもよいと思っ

てしまえば、再エネに関しては可能性があるの

だと思います。風力、太陽光、あるいは太陽熱

利用なども含めれば相当の可能性はあると思

います。全部やってみて、うまく生き残ったも

のが最終的には重要だというふうになる。だか

ら、別に現時点でどれかを排除するというつも

りはないのだろうと思います。 

 

司会 染野さんには「新年快楽」と、年明け

の記者ゼミにふさわしく、めでたい揮毫をいた

だきました。ありがとうございました。これで

終わります。（拍手） 

(文責・編集部)

 


